
医師の勤務時間適正化に向けた
当院の体制整備について
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2021 済生会横浜市東部病院
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◆ 医師勤務時間管理体制整備の経緯

◆ 勤務時間適正化の支援策
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◆ 当院の概要
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2021 済生会横浜市東部病院

病院概要

病床数

562床
一般病床468床

救命救急センター 24床、（EICU 10床、EHCU 14床）、ICU 10床、HCU 6床
SCU 6床、NICU6床、GCU10床

精神病床 50床
重症心身障害児（者）施設44床

標榜診療科
内科、循環器科、消化器科、消化器外科、神経内科、小児科、外科、整形外科、
形成外科、脳神経外科、呼吸器科、呼吸器外科、心臓⾎管外科、⽪膚科、泌尿器
科、産婦⼈科、眼科、⽿⿐咽喉科、リハビリテーション科、精神科、放射線科、
⿇酔科、⻭科⼝腔外科、救急科、病理診断科

主な指定等

災害医療拠点病院、救命救急センター、地域医療⽀援病院、
神奈川県周産期⺟⼦医療センター、横浜市小児救急拠点病院、
神奈川県精神科救急基幹病院、臨床研修指定病院、
地域がん診療連携拠点病院
DPC一般病院群、総合診療体制加算１

職員数（常勤）

1,446名
医師 253名 看護師 722名 薬剤師 49名 診療放射線技師 45名
臨床検査技師 51名 管理栄養⼠ 20名 理学療法⼠ 23名 作業療法⼠ 7名
言語聴覚⼠ 3名 臨床⼯学技⼠ 27名 その他医療技術 45名
事務職 140名（うち医師事務作業補助者 26名 MSW 13名）
看護助手 37名 その他 22名
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2021 済生会横浜市東部病院

神奈川区

所在地

昭和⼤学北部病院

聖マリアンナ⻄部病院

国⽴病院機構
横浜医療センター

済⽣会横浜市南部病院

横浜労災病院

市⼤付属病院

済生会横浜市東部病院

市⺠病院

脳⾎管医療センター

市⼤センター病院

みなと赤十字病院

市⽴病院

地域中核病院

鶴⾒区

港北区

川崎市 2007年新規開院

4

2021 済生会横浜市東部病院

主な病院指標

6,445件
年間手術件数

8.4日
平均在院日数

65.7人／日
救急患者数

1,118.7人／日
外来患者数

480.7人／日
入院患者数

1,198件
年間分娩件数

93.2％
病床利⽤率

17.3台／日
救急⾞搬送数

75.7％
紹介率

（2018年度実績）
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◆ 医師勤務時間管理体制整備の経緯
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労働時間管理に関わる法制度などの動き
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当院の時間外勤務に関する医師給与制度の改変
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8

2021 済生会横浜市東部病院

✔ 2007年の開院当初より、勤怠管理システム導⼊の構想は
あったが、着手できていなかった

✔ 第1⽅式の勤怠管理は、すべての職員が⽉次の出勤簿により
⾏っていた

✔ 医師については、⽉に⼀度の提出時にまとめて記載する運⽤
が当然となっており、タイムリーな提出も⾏えていない状況であった

第1⽅式の状況

給与上の手当計算の根拠として使⽤するのみで、
勤怠管理とは言い難い状況
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2021 済生会横浜市東部病院

第1⽅式の状況

出勤簿などの紙による運⽤
10

2021 済生会横浜市東部病院

第1⽅式（開院〜2018）

細かい残業申請に手間がかかるため、⼤まかなみなし残業という
計算法で賃⾦と時間外手当を計算していた

資格手当

基本給

国家資格および医師
の職務に対する手当

時間外手当の
基礎となる賃⾦

時間外手当

日当直手当

毎日20時以降分の時間外勤務手当
（高単価）

⼈事制度に則った基本給

毎日20時まで（概ね月40時間
分）のみなし残業代を含んで資
格手当としていた
→明示していなかった

常勤医としては比較的優遇された
日当直手当（時間外勤務には含まず）

開院〜2018年
第1方式
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2021 済生会横浜市東部病院

✔ 医療法、及び診療報酬により職員の就業管理が求められて
いる

✔ 職員の健康を管理する観点から、職員の労働時間の適正な
管理が必要である

✔ 職員にとって、より分かりやすいサービスを実現する

勤怠管理システムの導⼊

確実な勤怠管理システムを導入する
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2021 済生会横浜市東部病院

システムの基本機能 タイムレコーダーの設置

職員⽤出入⼝

出勤専用×２

退勤専用×１

全職員が必ず通過する場所に設置した

医師からの意⾒を踏まえ、医局（医師事務室）入⼝にも追加で設置した
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2021 済生会横浜市東部病院

管理システムのイメージ
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2021 済生会横浜市東部病院

第1⽅式の問題点

68% 67%

92%

0%

50%

100%

2016年 2017年 2018年

タイムレコーダーの医師打刻率

毎日使⽤
63%

時々使⽤
17%

使⽤していない
20%

時間外申請は従来通りの紙運⽤方式（20時以降対象）のまま
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2021 済生会横浜市東部病院

第1⽅式変更のきっかけ

項目 課題

施設基準管理
・現行の所定労働時間は、日勤週5日の固定勤
務
・常勤要件である週32時間の勤務を満たさない
医師が存在する

労働時間管理

・タイムレコーダーによる労働時間管理を行う
体制があるが、約3割の医師が適正に行ってお
らず、労働時間の把握が適正に行われていな
い
・⻑時間労働が発⽣しているかどうかも不明

対応策を検討した
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2021 済生会横浜市東部病院

第2⽅式へ向けて

医師の勤務時間は、休憩時間を除きこれを1日8時間、4

週間を平均して1週40時間とする。ただし、特別に指定
した医師の勤務時間は、1週36時間以上とする。

医師の勤務時間に関するルールを変更する

就業規則（抜粋）
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2021 済生会横浜市東部病院

勤務パターンの例

月 火 水 木 ⾦

8:30

17:30

7:30

18:30

所定の始終業時刻が医師により異なる状況が発⽣した

月 火 水 木 ⾦
8:30

17:30

月 火 水 木 ⾦
8:30

17:30
18:30

医師ごとに異なる週間勤務パターンを許可した

〇科A医師 □科B医師 △科C医師
19:30

外
勤
等

外
勤
等

外
勤
等

外
勤
等
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2021 済生会横浜市東部病院

第2⽅式への改変

所定労働時間終了後ただちに残業対象となるように制度を変えた

資格手当

基本給

日当直手当

時間外手当 所定終業時間直後から
の時間外勤務手当

国家資格および医師
の職務に対する手当

時間外手当の
基礎となる賃⾦

時間外手当の
基礎となる賃⾦

基本給

資格手当

時間外手当

日当直手当
残業時間に含まれない
日当直手当

開院〜2018年
第1方式

2018〜19年
第2方式

毎日20時以降分の
時間外勤務手当

20時まで相当
分のみなし
残業代
を含む

差額 しばらくは補填
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2021 済生会横浜市東部病院

労働時間に関わる意識向上の取り組み

医師以外の職種も含めて構成した労働時間適正化委員会等で
個⼈別の労働データを開示
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2021 済生会横浜市東部病院

労働時間に関わる意識向上の取り組み

手術室前に設置したタイムレコーダー

68% 67%

92%

0%

50%

100%

2016年 2017年 2018年

タイムレコーダーの打刻率の推移
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2021 済生会横浜市東部病院

2019年の指針に対する当院の選択
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宿日直制の⾒直し

• 医師が、少数の要注意患者の状態変動に対応するため、問診等
による診察等（軽度の処置を含む、以下同）や看護師等に対す
る指示、確認を行う

• 医師が、外来患者の来院が通常想定されない休日・夜間（非輪
番日など）に、少数の軽症外来患者や、かかりつけ患者の状態
変動に対応するため、問診等による診察等や看護師等に対する
指示、確認を行う

当院に適⽤することは無理がある

「医師、看護師等の宿日直許可基準について」2019.7.1労働基準局⻑通達
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2021 済生会横浜市東部病院

当院の日当直体制

休診日 日当直医師数

救急科︓ 2+α⼈
救急センター︓ 2+α⼈
小児科︓ 1+α⼈
新⽣児科︓ 1⼈
循環器内科︓ 1⼈
脳神経センター︓ 1⼈
産婦⼈科︓ 1⼈
集中治療科︓ 1⼈
内科・HCU︓ 1⼈
精神科︓ 1⼈
⿇酔科︓ 1⼈

計︓ 13+α⼈
その他各科オンコール 多数

土曜日
日曜日
祝日
年末年始

年間約120日
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2021 済生会横浜市東部病院

✔ 当院は⾼度急性期病院として地域医療への貢献を最⼤目
標としているが、医師の労働環境としてはA水準（時間外≦
年960時間/⽉80時間）を目指す

✔ 当院の24時間医療体制を鑑みて宿日直許可は求めず、全
科の日当直勤務を時間外勤務対象とする

✔ 総人件費⾼騰を招かないような工夫が必要
✔ 新旧計算間の差が、医師ごとに拡⼤しない工夫も必須

当院の目指すところを決定した

給与計算法も速やかに新方式に移行させることとした
25



2021 済生会横浜市東部病院

第3⽅式の施⾏

紆余曲折の末、新制度を開始した

（法定）
時間外手当

医師職務手当

月45時間を超えた分
の時間外勤務手当

時間外⽀給の
基礎となる賃⾦ 時間外⽀給の

基礎となる賃⾦
基本給

資格手当

45時間分の時間外勤
務相当額
→職員に明示した

2019〜20年
第3方式

日当直手当

時間外手当所定終業時間直後
からの時間外勤務手当

基本給

資格手当

時間外⽀給に含まれ
ない日当直手当

2018〜19年
第2方式

日当直手当を
含んだ時間外⽀給
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2021 済生会横浜市東部病院

✔ 当直料がみなし45時間に吸収されてしまい、モチベーションが
低下する

✔ 残業ゼロのものと45時間ちょうどのものが同賃⾦になるのはお
かしい

✔ 当直1回で時間外を「消費」してしまい、残業可能時間が目
減りする

✔ シミュレーション上総額が下がらないならば受け⼊れられる
✔ 診療内容が異なる他科と⽐較してもしょうがない
✔ 三六協定をしっかり守る科といい加減な科があり不公平だ

第3⽅式に対する医師からの反応

とにかくまず実行させてもらう
27
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申請しやすい管理システムの導⼊
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部署別の時間外を報告（衛生委員会）

部署別の残業時間を毎月衛⽣委員会に報告し36協定の遵守状況をチェック

2019年11月　超過勤務申請実績 （非公開）

対象者数 平均 最大 45時間超 対象者数 平均 最大 45時間超
臨床検査部 1 0.0 0.0 臨床工学部 26 25.7 43.0
麻酔科 19 24.2 50.0 臨床検査部 37 8.6 60.0 1
放射線診断科 5 9.7 27.0 薬剤部 44 17.8 54.0 1
放射線治療科 3 6.3 17.5 放射線部 42 15.7 39.5
不整脈科 4 23.4 42.0 病理診断室 5 9.4 25.0
病理科 2 0.0 0.0 歯科口腔外科 4 30.5 45.5 1
皮膚科 6 9.8 34.0 眼科 2 0.3 0.5
泌尿器科 6 34.8 50.0 栄養部 16 12.0 25.5
脳神経外科 3 12.2 15.5 ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ室 4 4.1 8.0
脳血管内治療科 1 15.5 15.5 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部 31 9.1 24.5
脳血管内科 2 9.8 19.5 計 211 14.5 60.0
糖尿病内分泌 7 27.4 39.0 療養福祉相談室 9 17.8 41.0
総合内科 7 34.7 49.5 地域連携ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ管理室 0 0.0 0.0
総合小児科 13 10.0 28.0 地域医療連携室 7 30.6 56.0 1
精神科 7 2.1 9.0 退院調整室 2 18.0 31.5
整形外科 11 32.4 50.0 計 18 21.5 56.0
腎臓内科 4 24.9 35.0 褥瘡対策室 0 0.0 0.0
神経内科 2 25.0 50.0 感染管理対策室 2 0.7 2.0
新生児科 3 7.5 11.5 医療安全管理室 0 0.0 0.0
心臓血管外科 5 21.8 41.0 ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ管理室 0 0.0 0.0
消化器内科 10 14.7 31.5 計 2 0.3 2.0
小児肝臓消化器科 5 19.4 31.0 図書室 1 0.0 0.0
初期臨床研修医室 24 20.6 40.0 人材開発支援室 3 15.0 30.5
循環器内科 13 21.2 30.0 初期臨床研修医室 1 0.0 0.0
重心ｻﾙﾋﾞｱ 3 10.0 30.0 専攻医研修室 1 58.0 58.0 1
集中治療科 7 19.4 27.0 計 6 17.2 58.0
耳鼻咽喉科 3 21.5 30.0 治験管理室 治験管理室 2 2.0 6.0
歯科口腔外科 3 14.7 21.5 計 2 2.0 6.0
産婦人科 13 25.3 50.0 患者支援ｾﾝﾀｰ 患者支援ｾﾝﾀｰ 9 2.9 9.0
呼吸器内科 9 4.7 30.0 計 9 2.9 9.0
呼吸器外科 2 28.5 30.0 事務部門 保安管理室 13 9.1 37.0
救急科 17 35.9 50.0 病理診断室 2 4.3 4.5
眼科 1 12.5 12.5 総務室 9 17.3 52.0 1
外科 17 35.5 50.0 人事室 12 29.4 60.0 1
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 2 6.3 8.0 診療情報管理室 12 18.3 56.5 1
患者支援ｾﾝﾀｰ 1 0.0 0.0 情報ｼｽﾃﾑ室 5 34.7 59.5 1
腫瘍内科 1 2.0 2.0 重心ｻﾙﾋﾞｱ 4 4.1 12.5
緩和ケア内科 1 12.0 12.0 治験管理室 1 2.5 2.5
血管外科 1 50.0 50.0 事務部 1 6.1 24.5
臨床検査科 1 0.0 0.0 施設管理室 7 2.5 16.5
総合診療科 2 25.0 50.0 購買室 3 29.3 37.5
緩和ｹｱｾﾝﾀｰ 1 0.0 0.0 広報推進室 3 14.5 39.0
計 248 21.1 50.0 経理室 4 37.4 50.5 1
重心ｻﾙﾋﾞｱ 51 9.8 27.5 経営企画室 3 26.0 30.0
手術室 39 10.7 29.0 医事企画室 4 58.9 59.0 1
救命外来 26 4.5 13.0 MA室 28 4.4 35.5
看護部 43 1.2 25.5 医事請求管理室 10 29.3 40.5
看護師特定行為研修室 2 12.3 12.5 患者支援室 7 19.9 43.0
外来ﾌﾛｱ(診療) 36 5.7 33.5 法務･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ室 2 37.5 38.0
ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ室 1 22.5 22.5 臨床研究支援室 5 13.8 30.0
ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 8 15.6 22.0 計 135 17.4 60.0
SCU 14 13.6 35.0

看護部門

医師

人材開発センター

コメディカル

医療連携センター

TQMセンター
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時間外勤務の管理（管理会議）

月の途中で、特別条項の発動対象者をリアルタイムで役員会議に報告
30

2021 済生会横浜市東部病院

年次有給休暇の取得義務化の対応

各部署で対象者に５日以上の年休取得状況をチェック
31
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最適な時間外計算⽅式の模索

0 45 60 80 100(hr/m)

第3方式

(¥)

0 45 60 80 100(hr/m)

(¥)

0 45 60 80 100(hr/m)

(¥)

0 45 60 80 100(hr/m)

(¥)

0 45 60 80 100(hr/m)

(¥)

シミュレーションA シミュレーションB シミュレーションC

第4方式
32
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第4⽅式への再々改変

（法定）
時間外手当

医師職務手当

45時間を超えた
分の時間外勤務手当

時間外手当の
基礎となる賃⾦

基本給

資格手当

45時間分の
時間外勤務手当
相当額

（法定）
時間外手当

残業ｾﾞﾛ奨励手当

1時間から⽀給される
時間外勤務手当

時間外手当の
基礎となる賃⾦

基本給

資格手当

残業0時間で満額⽀給
される別手当を設定

2019〜20年
第3方式

2021年〜
第4方式

33
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第4⽅式に対する医局員の反応

34

2021 済生会横浜市東部病院

所定勤務時間と時間外勤務時間の概念

日勤帯勤務
（≦150-160時間/月）当直勤務

（4-5回/月）

所定勤務時間
（=院⻑命令）

残業勤務
（=所属⻑命令）

時間外勤務時間
（≦80時間/月）

自己研鑽時間（=個⼈管理）

院内滞在時間
（客観的管理）

所定(=日勤)勤務時間
（=院⻑命令）

時間外(=残業)勤務時間
（=所属⻑命令）

自己研鑽時間（=個⼈管理）

院内滞在時間
（客観的管理）

A診療科
（当直あり）

B診療科
（当直なし）

不公平感の増⼤
診療科間分断

35
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所定勤務時間と時間外勤務時間の管理

①当月の日勤帯の所定勤務時間
②当月の当直時間を含んだ所定勤務時間
③所定勤務以外の院内滞在時間
④③のうち時間外勤務として申請された時間
⑤自己研鑽と認めた時間（③-④）
⑥時間外勤務total時間（②-①+④）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥②-①

院⻑の命令責任→

所属⻑の命令責任→

医師個⼈の責任→正しい勤怠管理申請の義務
院⻑/部⻑の命令責任→法令遵守義務

⼈員配置や診療規模・
内容を適正化する義務

自科の合理化を進め、状
況を院⻑に具申する義務

36
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2017 2018 2019 2020 202420212007

第2方式 第3方式 第4方式

当院の時間外勤務に関する医師給与制度の改変

第1方式

施設基準遵守の必要
当直扱いの変更

当直者の不公平感の高まり

要点︓ 実効的管理は行われていない 変形労働時間制 時間外勤務抑制 公平感重視

みなし手当︓毎日20時迄の分(明示せず) 廃止(移行期補填) 月45時間分を明示 名目変更

時間外対象︓ 20時以降のみ 所定勤務終了後即 0〜45時間同額 1時間から⽀給

管理/申請︓ 全て紙運⽤ web/紙運⽤併⽤ web登録のみ 新アプリ導入

当直︓ 当直代⽀給 当直代⽀給 時間外勤務扱 時間外勤務扱

変更による影響︓ － 適正勤務医師の給与減 当直者の不利 総⼈件費上昇?

外勤の扱い
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0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

（時間）
所定外在院時間（医師/月平均値）

所定外在院時間＝院内滞在時間－日勤帯勤務時間

※タイムカードによる出勤・退勤時間より算出

医師の所定外在院時間の推移

第2方式 第3方式
38
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勤務時間上限規制施設基準遵守

個⼈⽀給額の減額回避

医師⼈件費全体の高騰回避

雇⽤医師数増枠診療科間分断

多くのプロブレムのバッティング

高度医療の実践

地域・社会のニーズ

医師勤務時間管理

健全な病院経営

︓相反する
対⽴する、両⽴しない

︓関連する
自然な流れ、両⽴可能

当直勤務の時間外
組み込み

39
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◆ 勤務時間適正化の支援策

40

2021 済生会横浜市東部病院

2024年までの対応に向けた5年間のロードマップ

働き⽅改革の⽅針に基づいた
すべての院内制度・業務・組織
改革のロードマップを設定、公表
した

41
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2021年度病院⾏動目標

病院理念に次ぐ最優先課題としてすべての戦略、方策の基礎に設定した
42
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医師業務の分担策

看護師との協働 ●診療看護師・特定行為看護師との業務分担

薬剤師との協働 ●薬歴・持参薬管理と代行入⼒
●院外疑義照会の一括管理
●ポリファーマシー・院内フォーミュラリー

患者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰとの協働 ●入院説明（予定入院・一部緊急入院）
●必要書類の事前記入
●入院前からの退院調整

診療情報管理⼠との協働 ● DPC病名代行入⼒
●請求レセプトチェック時の代行入⼒（病名・詳記）

医師事務作業補助者 ●書類記入・作成
との協働 ●カルテ記載・一部指示入⼒

他医師との協働 ● Hospitalistの考え方
●外来専従医のあり方・総合外来医との協⼒

救急救命⼠との協働 ●救急外来での業務分担

●実行中
●準備中
●計画中

43
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診療看護師

患者管理
指示実行

特定行為看護師 病棟看護師

医師

総合的包括指示

限定的包括指示

指示実行

個別指示

指示実行
呼び出し軽減

現場教育特定研修教育
現場教育

現場教育・指導

2名

17名

看護師との協働 ●診療看護師・特定行為看護師との業務分担

医師業務の分担策

診療・特定・一般病棟看護師相互間の教育、指導、フィードバック
の体制が医師の負担軽減に繋がっている

44
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TOPS麻酔科医師

術前診察
麻酔説明TOPS看護師 TOPS薬剤師

医師

病床管理権限
入院説明
承諾書取得
退院指導

持参薬管理
休薬指示

入院予約
手術・麻酔依頼

TOPS歯科医師
TOPS事務職員

病棟案内
福祉対応

口腔ケア

諸手続軽減

病棟看護師

入院時業務軽減

指示待ち減少
呼び出し軽減

入院日指示軽減

患者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ(TOPS)との協働 ●入院説明（予定入院・一部緊急入院）
●必要書類の事前記入
●入院前からの退院調整

医師業務の分担策
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従来の体制

＝事務部門の一部 事務職が管理

診療録管理委員会・システム委員会がレビュー

限定的業務︓
①がん登録、各科データベース登録
②保険関係、福祉関係書類の代行記入

現在の体制

＝診療技術部門の一部 医師(TOPS室⻑)が管理
タスクシフト/シェア調整委員会がレビュー

医学的体系教育なし

医学的教育を体系的に継続

ﾒﾃﾞｨｶﾙｱｼｽﾀﾝﾄ室

医師支援室

業務の拡⼤︓
①がん登録、各科データベース登録
②保険関係、福祉関係書類の代行記入
③外来などでの診療補助
④医師以外の多職種と連携した⽀援業務
︓

医師事務作業補助者との協働 ●書類記入・作成
●カルテ記載・一部指示入⼒

医師業務の分担策

46
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医師支援室の活動

診療科ごとのニーズを捉え
オーダーメイドの業務⽀援を行う

47
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タスクシフト/シェア調整委員会について

タスクシフト/シェア調整委員会

働き方改⾰の中における病院業務の⽣産性アップと合理化を目指して、
医師のみならず各職種間、職種内での業務移譲、委託に関する要件の
法的側面の確認や全院的な共有、施行後の振り返り、シフトされる側の
業務量調査などを持続的にワンストップで対応可能な活動を行う

医師︓ 医師⽀援室⻑=委員⻑、TQMセンター⻑、システム委員会委員⻑
医局⻑

看護師︓医師⽀援室副室⻑、医療安全管理副室⻑、看護副部⻑
クリニカルパス管理室師⻑

事務職︓医療⽀援課⻑、⼈事課⻑、法務・コンプライアンス室⻑代理
情報システム室⻑

など

設置目的

委員構成

48
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医師業務の分担策

看護師との協働 ●診療看護師・特定看護師との業務分担

薬剤師との協働 ●薬歴・持参薬管理と代行入⼒
●院外疑義照会の一括管理
●ポリファーマシー・院内フォーミュラリー

患者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰとの協働 ●入院説明（予定入院・一部緊急入院）
●必要書類の事前記入
●入院前からの退院調整

診療情報管理⼠との協働 ● DPC病名代行入⼒
●請求レセプトチェック時の代行入⼒（病名・詳記）

医師事務作業補助者 ●書類記入・作成
との協働 ●カルテ記載・指示入⼒

他医師との協働 ● Hospitalistの考え方
●外来専従医のあり方・総合外来医との協⼒

救急救命⼠との協働 ●救急外来での業務分担
49
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日常業務の合理化

委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運⽤ ●予定手術を待たされる運⽤をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電⼦カルテ利⽤の合理化 ●機能の有効活⽤
●クリニカルパス・テンプレートなどの活⽤

ICTの活⽤ ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電⼦問診票の利⽤

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等の説明時間削減
●テレワーク面会・面接の活⽤

●実行中
●準備中
●計画中

50
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委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運⽤ ●予定手術を待たされる運⽤をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電⼦カルテ利⽤の合理化 ●機能の有効活⽤
●クリニカルパス・テンプレートなどの活⽤

ICTの活⽤ ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電⼦問診票の利⽤

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等のIC削減
●テレワークの活⽤

日常業務の合理化
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委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運⽤ ●予定手術を待たされる運⽤をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電⼦カルテ利⽤の合理化 ●機能の有効活⽤
●クリニカルパス・テンプレートなどの活⽤

AIの活⽤ ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電⼦問診票の利⽤

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等のIC削減
●テレワークの活⽤

⿇酔科医師勤務図（旧）

⿇酔科医師勤務図（新）

日常業務の合理化
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委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運⽤ ●予定手術を待たされる運⽤をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電⼦カルテ利⽤の合理化 ●機能の有効活⽤
●クリニカルパス・テンプレートなどの活⽤

ICTの活⽤ ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電⼦問診票の利⽤

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等のIC削減
●テレワークの活⽤

病院HPより

日常業務の合理化
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委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運⽤ ●予定手術を待たされる運⽤をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電⼦カルテ利⽤の合理化 ●機能の有効活⽤
●クリニカルパス・テンプレートなどの活⽤

ICTの活⽤ ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電⼦問診票の利⽤

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等の説明時間削減
●テレワーク面会・面接の活⽤

日常業務の合理化
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委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運⽤ ●予定手術を待たされる運⽤をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電⼦カルテ利⽤の合理化 ●機能の有効活⽤
●クリニカルパス・テンプレートなどの活⽤

ICTの活⽤ ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電⼦問診票の利⽤

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等の説明時間削減
●テレワーク面会・面接の活⽤

病院HPより

日常業務の合理化
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委員会・会議の合理化 ●管理・管轄する責任部門（労働時間適正化委員会）
●会開催頻度・会議時間・開催時刻・議事録等合理化

手術室運⽤ ●予定手術を待たされる運⽤をなくす

祝日診療 ●診療機会を広げて時間密度を平坦化する

電⼦カルテ利⽤の合理化 ●機能の有効活⽤
●クリニカルパス・テンプレートなどの活⽤

ICTの活⽤ ●画像診断テレワーク
●地域医療情報連携ネットワーク（サルビアねっと）
●外来電⼦問診票の利⽤

患者サイドのご理解 ●時間外、休日等の説明時間削減
●テレワーク面会・面接の活⽤
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✔ 当院における勤務時間把握から給与計算に至る⽅式の変遷
をたどると、医師の勤務時間管理の難しさが改めて浮き彫りになる
✔ 客観的な勤怠管理システムの導⼊を⼤前提としたうえで、管
理部門、各診療科責任者、個々の医師がそれぞれの責任と義
務を分担して勤務時間適正化を図っていくという意識が必要であ
る
✔ 管理部門は院内マネジメントの工夫などで最⼤限の支援を⾏
わなくてはならず、状況によっては人員の補填、診療内容の縮⼩
など病院経営にとって負荷となる対応を優先しなくてはならない可
能性もある
✔ 医療職という業種に対して社会が求めるものの変化を⾒逃し
てはならないのかもしれない

まとめ
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